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論文の内容の要旨

　現在の素粒子物理では，陽子・反陽子の衝突は，これらの粒子を構成するクォークやグルーオン同士の衝突と

して記述され，終状態のクォークやグルーオンは，ジェット（粒子群）として観測されるとする。この論文では，

終状態で3個以上のジェットが観測される事象につき，データ解析を行い，理論と実験の比較を行っている。

　米国フェルミ国立加速器研究所の陽子一反陽子衝突（重心系エネルギー1．8TeV）で観測された不変質量の大

きな多重ジェット事象と，（1）1eadi㎎o．de。（LO）までの量子色力学（Qu独tu㎜Chm㎜odyna邸ics，QCD）の計算，

（2）QCDパートンシャワー　モンテカルロの計算，および（3）多体位相空間に一様分布するモデルとの比較を行っ

た。

　多ジェット事象に関する従来の研究では，2ジェット，3ジェット事象について，実験とQCD理論との一致

が示されてきた。この研究では，1992－1995年にCDF（Co11ider　Detector　at　Fer狐i1ab）実験で観測された3ジェッ

ト，4ジェット，5ジェット事象につき，QCDの検証を行っている。

　論文では，ジェット数の増加にともない自然に拡張できる，Nジェット系の記述法を提案している。提案され

た変数は，Nジェット系全体の不変質量と，自明な対称性を除いた4N－5傾の独立な変数（角度変数，各ジェッ

トのもつエネルギーの割合，ジェットの質量など）である。これらの各変数の分布につき，実験データと理論，

モデルとの比較・検討を行った。

　測定された事象のこれらの変数に関する分布と，上記（1）（2）（3）から予想される分布とを比較した結果，測定結

果は（1）QCDおよび（2）パートンシャワー模型の予想と統計精度の範囲内でよく一致しており，一方（3）一様分布

とは大きく，異なっていることがわかった。この結果は，QCDの不変振幅が測定された分布をよく記述できる

ことを示している。

審査の結果の要旨

　ジェット現象は衝突型加速器のエネルギーが1兆電子ボルト領域に達した近年に，衝突における典型的な事象

としてひろく観測されるようになった。ジェット事象の定量的理解は，現在の理論（＝量子色力学）の検証とし
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てばかりでなく，新しい物理探索の鍵として，重要な課題である。ジェット事象の研究は，従来主として包含反

応，2ジェット系の解析などについて行われ，3ジ土ツト以上の系がテーマとして取り上げられることは少なかっ

た。特に，4，5ジェット系の定量的研究は，この論文が最初である。

　この論文は，多ジェット系の解析の一般的手法を提案し，量子色力学が観測された事象の記述に成功したこと

を示した点で，現在および将来の素粒子物理学に大きな貢献をしたものと言える。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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